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発行責任者

※佐藤端史（東北大加齢研）
三井洋司（工技院生命研）
※〒980-77仙台市青葉区

星陵町4-1
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会員通信
日本組織培養学会
平成8年3月29日
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§ 日本組織培養学会第69回大会最

日本組織培養学会第69回大会を開催します。

ら20日近くも遅れたため、予定していた発表ら20日近くも遅れたため、予定していた発表

前回の か

・抄録の締め切り日程がきつくなり、ご迷

惑をかけました。そのためか、当初の締め切り日には演題申し込みが5題しかなく、一

時は学会にならないのではないかと危ぶまれました。その後50題を上回る一般演題が集

まり、今度はl会場に収めるのに苦労しました。時間的にはやや密になりましたが、活

発な会になることを期待しております。懇親会もお楽しみ下さい。 5月の広島で皆様に

お会いすることを楽しみにしております。

’

本会員通信と同時にお手元に届くはずの機関誌「組織培養研究」に記載されることは

省略し、事務連絡のみを記します。

○期 日 平成7年5月15日（水）～17日（金）

○会 場 広島厚生年金会館（広島市中区加古町3－3）

082-243-8881 (代表）

○発表形式 口題発表のみとし、一般演題は、発表12分討論3分です。

スライドでお願いいたします。プロジェクターは1台です。

○事前の参加申し込みについて

詳細は前号の会員通信でご案内の通りです。 4月12日までに、前号の会員通信に

同封されていた振込用紙にてお申し込み下さい。当日の参加登録は、 1,000円高く

なります。念のため。

特に、懇親会については船上で行いますので、参加人数を把握したいと思います。

できるだけ前もってお申し込み下さるよう、お願い申しあげます。
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○宿泊申し込みについて

詳細は前号の会員通信でご案内の通りです。

4月13日までに下記へ申し込み下さい。

〒730広島市中区基町13-7朝日ビル1階

㈱日本旅行広島支店担当：桐山または宮本

電話082-227-1090 ファクシミリ 082-228-7220

○大会事務局

〒734広島市南区霞1-2-3

広島大学医学部総合薬学科井出研究室内

日本組織培養学会第69回大会事務局

Te1. 082-257-5290井出

-5291阿武（あんの）

-5292大塚

-5293田原

Fax. 082-257-5294

E-mail:baiyo@pharm・hiroshima-u.ac.jp (平成8年5月17日まで）
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Ｆ尚、大会期間中（平成8年5月14日～17日）は厚生年金会館内の大会本部にも電話

が通じるようにします。外部からは、厚生年金会館の代表番号に電話し、交換台を通

して大会本部へつないでもらいます。

§ 日本組織培養学会1996年度秋季公開シンポジウム予告

日時（予定） 1996年12月6日（金）

・午前9時位から午後5時位まで

・シンポジウム後1－2時間の懇親会を予定

場所（予定） 横浜アーパンカレッジ

・横浜市大の所有するセミナー室です。

（小山先生、梅田先生のご助力で手配していただけそうです。現

在事務局に交渉中）

・横浜駅より徒歩10分

・懇親会もここで行う予定です(1-2時間） 。
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シンポジウムタイトル：

・発生・生殖工学の最近の進歩と話題

一基礎から産業・医療への応用まで－

君

ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｍ
１
Ｊ
ｌ
Ⅱ
川
刊
１
１
Ⅲ
Ｍ
Ｎ
４
４
４
１

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｊ
０
’
０
Ⅷ
川
小
咄
い
０
０
１
０
３
０
１
’
０
‐
‐
制
ｊ
日
日
■
■
■
ｇ
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
１
１
１
１
３
回
咀
日
■
■
■
■
■
１
．
Ｂ
Ｇ
■
ｒ
ｆ
ｌ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
８
Ｉ
０
Ｄ
０
Ｉ

主
皀
日 組織培養を研究の対象、あるいは手段としている学会員の方々にと

ってぜひ押さえておきたい周辺の研究分野の一つに発生・生殖を扱

う細胞工学あるいは遺伝子工学の技術（ここでは発生・生殖工学と

まとめて呼ぶ）とその研究の展開があると思われます。

この研究分野は遺伝子導入技術、染色体操作技術、細胞培養技術

など多彩な技術を集大成して、近年急速に進展してきた学際的な研

究領域です。いわゆるトランスジェニック技術と遺伝子ターケテイ

ング技術の進歩は目覚ましく、疾患遺伝子のみならず、発生、免疫、

癌の発見競争にこれらの技術が組み合わされ、Nature,Scienca,Cell

などの一流雑誌をいつも賑わしていることはご存知のことと思われ

ます。

第一線の若手研究者にこの分野の研究の最近の進歩をご講演願う

予定です。乞ご期待1学会員の皆様、特に若い方々、学会のみなら

ず、産業界の研究者の方々、研究の明日の糧を探しに是非ご参集下

さい。もちろん、学会員以外の方も大歓迎です。
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現在までのところ講演を引き受けて戴いた演者の方々：

要匡（熊大医・遺伝発生） 、権藤洋一（東海大・総合医学研）、里方一郎（新潟大

医）能美健彦（国立衛生試験所・変異遺伝部） 、平林真澄（ワイエスニューテクノ

ロジー研） 、星宏良（機能性ペプチド研） 、松居靖久（東北大・加齢医学研・分子

発生） 、八木健（岡崎生理高次神経機構） 、山本慧（慶大医・薬理） （以上アイウ

エオ順）の9名の先生がたです。
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世話人：日本たばこ・生命科学研西義介

§ バイオジャバン‘96国際シンポジウム

開催日時: 1996年7月24B(水）～7月26日（金）

9:30AM～5:00PM

開催場所：東京国際展示場（有明）

主 催：側バイオインダストリー協会(JBA)

㈱ヒューマンサイエンス振興財団(JHSF)

㈱農林水産先端技術産業振興センター(STAFF)
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登録料：

プログラム
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基調講演

(1) JohnMaddox(Editor,Nature,UK)

「バイオサイエンスー現状と展望」

(2) KennethLee,Jr.

(Co-Chainnan,InternationalLifeSciencesPractice,Ernt

「バイオテクノロジーと21世紀」

(3) 今堀和友（㈱三菱化学生命科学研究所名誉所長）
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&YoungLLP,USA)

｢バイオテクノロジー産業の21世紀へ向けての課題と展望」

健康関連セッション

(1) 創薬のための新しいアプローチ

(2) RNAの生物学

(3) メディカルエレクトロニクス

(4) ヒトゲノム解析

(5) 先端技術と現代医療
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食品関連セッション

(1) 食品加工-21世紀への展望

(2) 遺伝子操作による有用植物の作出と実用化

Ⅱ

Ⅲ環境関連セッション

（1） 地球環境とバイオテク

（2） 環境調和型プロセス・プロダクト

（3） 生物資源一保全と持続的利用

Ⅳ情報関連セッション

（1）生体の情報処理

（2） 情報科学による生物機能の解明

（3） 生体高分子構造解析

－4－

全日程早期登録

(1鯛6年5月31日以前）

全日程早期登録
(1"6年6月1日以降）

旧登録

一 般 65,000円 80,000円 30,000円

学校・国公立槻関
地方公共団体

35,000円 35,000円 15,000円
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Ⅳ社会経済・規制関連セッション

（1）企業政略①R&D戦略

（2）企業戦略②提携戦略

（3） バイオ食品の安全性確保

（4）最近の審判決にみるバイオ分野特許の問題点

（5） バイオの商品化

問合せ：バイオジャパン‘96シンポジウム事務局

㈱アイシーエス企画国際会議営業部気付

〒103東京都中央区日本橋2-14-9加商ビル2階

TEL.03-3272-7981 FAX､03-3273-2445
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§ 日本電子顕微鏡学会第7回電顕サマースクール1996
「極微構造のダイナミックス解析技術」

日本電子顕微鏡学会では究極の形態研究のため、初心者から中堅までの若手研究者・

技術者を対象にサマースクールを開いております。今年も第一線の讓師が『極微構造の

ダイナミックス解析技術』の基本から最先端技術まで、その手技を、実際の体験に基づ

き解りやすく、明日からでも応用できるよう解説します。また、実技講習も予定してお

りますので、実際の機器に手を触れて、体験学習出来ます。

2日半講師と実技の場で、あるいは懇親会場で、活発に意見交換をしていただくこと

は、明日への研究の活力を高めるのに役立つものと期待しています。今年も、日本電子

顕微鏡学会の電子顕微鏡技術認定試験の問題とその解説をテキストに収録して、受験者

の便宜を図っておりますので、お問い合わせの上、多数ご参加下さい。

実行委員長瀬口春通

会 期: 1996年7月26日（金） ・27日（土) ･28日 （日）

場 所：千里ライフサイエンスセンター

（新大阪駅から地下鉄で千里中央駅北出口すぐ）

参加費：日本電子顕微鏡学会会員30,000円（申し込みと同時入会も会員扱いとなり

ます）、協賛学会会員35,000円、非会員40,000円、学生会員（上記からい

ずれも5,000円割引） 、参加費にはテキスト代（定価9,000円）が含まれ

ます。テキストには平成7年度日本電子顕微鏡学会技術認定試験問題とそ

の解説も収録されています。

申込締切： 1996年7月12日（金）

申込方法：申込用紙に所定の事項を記入の上、サマースクール事務局宛にお送り下さ

い。Fax送信も受け付けます。お申込み受け付け後、振り込み用紙をお送

りいたしますのでご入金下さい。入金を確認次第、受講票をお送りします。

サマースクールの当日、会場受付で受講票をご提示いただくとテキストと

名札をお渡しいたします。ご都合により申し込みの取り消しをされる場合
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は送金手数料を差し引いてご返金いたします。 7月6日（土）以降は返金

に応じかねます。ただし、後日テキストはお届けいたします。

申込先：高知医科大学第2解剖学教室内「電顕サマースクール」事務局

〒783高知県南国市岡豊町小蓮

Tel.0888-80-2301

Fax.0888-80-2304
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7月26日（金）

基調講演

物質科学と電子顕微鏡

細胞生物学の基礎としての顕微鏡技術

井村 徹（愛知工業大学）

石川春律（群馬大学） ！

↑

理想的固定法はこれだ

不安定酵素反応性保存のための固定法と

膜構造保存のための三重固定

マイクロウェーブによる能率的な化学固定と反応

ElectronEnergyLossSpectroscopy (EEIS)の

ための凍結置換固定

生体内超微形態と反応性保存に優れた

高圧凍結置換固定

平井圭一（金沢医科大学）

森 吉臣（濁協医科大学）

1

江尻貞一（新潟大学）

菅沼龍夫（宮崎医科大学）

I

ICCDカメラが拓く定量化への道

CCDカメラの原理

CCDカメラによる電顕像、電子回折の定量化

石塚和夫（新技術事業団）

平賀賢二（東北大学）

’

組織細胞内構成成分を観察する方法

切片上でのミクロ生化学一酵素細胞化学

糖成分の分析一レクチン組織細胞化学

免疫組織細胞化学Pm-とPost-embeddmg法

斎藤多久馬（自治医科大学）

村田長芳（鹿児島大学）

長村義之（東海大学）

7月27日（土）

凍結割断レプリカを用いた免疫組織細胞化学

凍結超薄切片による免疫組織細胞化学

藤本 和（京都大学）

藤本豊士（群馬大学）

超顕微鏡による生命のイメージング

イメージングとはなにか？

パイオニアは語る・共焦点レーザー顕微鏡による

Caイオンの動態イメージング

光で見る分子の世界

原子間力顕微鏡今昔物語

水中で生きている生体分子を観る

臼倉治郎（名古屋大学）

久場健司（名古屋大学）

佐甲靖志（東京大学） 1

猪飼 篤（東京工業大学）
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TEMに優るSEM試料作製法

細胞内構造を見る O－D－O法

隠れたものを引っ張り出す組織消化法

満嶋

大谷

明（鳥取大学）

修（富山医科薬科大学）

エネルギーフィルターTEMへの挑戦

メーカーの立場から

インコラムタイプ

Q型エネルギーフィルター顕微鏡

T型エネルギーフィルター顕微鏡

Q型エネルギーフィルター顕微鏡

ポストコラムタイプ

GIF

ユーザーの立場から

エネルギーフィルター法と圃像解析

九州大学におけるQ型ナノブローブ

電子分光電子顕微鏡の物質科学への応用
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日本電子

日立製作所

CarlZeiss

Gatan

進藤大輔（東北大学）

友情芳二（九州大学）

これで試料作りの悪夢から解放される？

1.

2．

3．

4．

集束イオンビーム(FIB)装置

日立製作所

日本電子

エイコーエンジニアリング

セイコー電子工業

実技講習

7月28日（日）

トピックス講演

電顕的Insituhybridization法

300万V超高圧電子顕微鏡による新しい研究分野

レトロウイルスの微細構造の観察

カーボンナノチューブの世界

電子線結晶学

中根一穂（長崎大学）

森博太郎（大阪大学）

中井益代（大阪医科大学）

飯島澄夫(NEC)

藤吉好則（松下電器）
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§ 「ヒューマンサイエンス研究資源バンク」開設のお知らせ

対がん10ケ年総合戦略の一環としてこれまで国立衛生試験所、国立予防衛生研究所が

中心となってそれぞれ細胞バンク、遺伝子バンクを運営し、これら研究資源の供給を行

って参りました。この度、対がんlOケ年総合戦略の終了を機にこれら両バンクを発展

的に改組し、下記の要領で財団法人ヒューマンサイエンス振興財団が研究資源バンク

（略称:HSRRB)を開設・運営することになりました。

運営規程（抜粋）

・業 務：厚生省の国立試験研究機関による支援とこれら機関との緊密な連携の

下に、細胞遺伝子の研究資源の分譲（有償）業務及び分譲に関わる諸

業務を行う。

・分譲対象者：国内外を問わず、産官学の生命科学研究に従事する研究者を対象とす

る。

・利用の範囲：基礎的・基盤的研究、安全性試験等各種試験に利用されることを原則

とし、直接的な営利活動には利用できない。ただし試験等を業とする

活動の場合はこの限りではない。なお、分譲された研究資源を、第三

者に譲渡することはできない。

本バンクのご利用をお待ち致しております。保有細胞・遺伝子、分譲価格、分譲依頼

方法などのお問い合わせは下記までご連絡下さい。

〒540大阪市中央区法円坂1-1-43

ヒューマンサイエンス研究資源バンク

FAX: 06-945-2872
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§ 学会の活性化に新しい息吹きを期待しています

会長蔵本博行

この会員通信が会員の皆様に届く頃は、日本組織培養学会の新しい役員が選出されて

いる頃かと存じます。

日本組織培養学会は、組織培養研究の揺藍期から、この方面の指導的役割を担って発

展して来た学会でありますが、一方で、様々な問題を抱えております。その大きな一つ

は、学会のあり方でありましょう。組織培養研究も、当初の意味合いから、現在では大

きく細分化され、バイオ、バイオインダストリー、分子細胞学、遺伝子学＼等々、 in

vitro研究を表面に出さない呼称で呼ばれております。そして、それぞれに専門的な研

究者の集団が結成されています。このような現況にある時、私達の学会はどのような方

向に向いて行くべきでしょうか。大所高所を見通した舵取りが、必要な時期に来ている

のではないでしょうか。

I

I

－8－



－

聡，

I

l l
l ’

そのためにも、若い研究者の学会活動への参加が大いに期待されます。以前にも述べ

ましたが、会員の年齢構成は、本邦での人口構成の傾向に比較して例外ではないようで

す。本学会の伝統の一つは、自身の研究を持ち寄って、老若の区別なく自由に議論する

ことにあります。お仲間の若い研究者に主旨を伝えて下さい。積極的な参加を促して下

さるよう期待しております。

新しい役員の方々には、新しい息吹きで本学会を運営して頂くことを期待しておりま

す。が、丁度今の時期は、会員一人一人にとっても本学会の将来について考えて頂く良

い機会であろうかと存じます｡ (3月11日．記）

｜
I

|||’

§ 会員通信欄
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2ndWorkshoponNeoplasticTransformationinHumanCellSystems inCulture

MechanismsofCarcinogenesisに出席して
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岡大医学部・分子細胞研・細胞生物部門

難波正義

1995年9月、シカゴで開催されたワークショップに呼ばれ、 00Immortalizationof

normalhumancellswitheithermutantp53plus4NQOormutantp53plusX-rays"

について話した。ヒト培養細胞の癌化実験がむずかしい点は、正常細胞が不死化しにく

いこと、すなわち、正常細胞は老化につよく運命づけられていて、増殖が停止すること

に原因があることを、イントロとして、ヒト正常細胞に変異p53を導入すると、染色体

の変化がおこるが、不死化はしないこと、しかし、この細胞を4NQOJPX線で処理す

ると不死化することを報告した。

この話に、Dr. Chopraからヒト細胞の老化は本当か？培地が不適当なだけではない

か？ 自分は細胞の老化を信じない！という予想もしなかった質問を受け困った。彼は

私の後の数人の演者に同じ質問をしつこく繰り返し、翌日の彼の話しを聞いてくれと自

信満々であった。事実、彼は"Chopraetal.,Growthandgeneexpressionin

ciploidepithelial cell Iinesderivedfromnormalhumanparotidgland,Differen-

tiation58: 241, 1995"にヒト耳下腺細胞の無限増殖性を報告している。しかし、

翌日の彼の話しには手厳しい質問が続いた。

この会の全体の流れは、ヒト細胞の不死化、癌化に伴う、サイクリン、CDK、 p53、

pl6などの細胞増殖関連遺伝子のかかわりについてのものが多かった。上に述べたよう

に、ヒト細胞を化学発癌剤や放射線のみで不死化することは非常にむずかしい。そこで、

外国の研究者はヒト細胞をとりあえずSV40やパピローマ遺伝子で不死化させ、さらに

この不死化した細胞を癌化させたる実験系を用い、これらの細胞の遺伝的変異をみいだ

そうと、きわめて現実的なアプローチでヒト細胞の発癌実験に取り組んでいる。日本で

もこのように気楽にヒト細胞の発癌実験を始める研究者が増えることが望まれる。

－9－
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また、ヒト上皮細胞を使っての仕事が増えたことである。皮膚、乳腺、前立腺、膀胱、

肝、気管などに由来する上皮細胞の発癌実験の報告が相次いだ。

会も終わり近くなって、米国科学アカデミー会員のRuthSagerが彼女の報告の後で、

これだけヒト細胞の上皮の細胞の培養が盛んになってきているが、上皮細胞の培地の開

発にNIHのグラントがないのはどうしてかと突如として強く訴え始めた。分子生物学

者のSagerの発言に会場は一瞬静寂が漂った。私はこの場面に通遇して、米国の研究者

の基礎科学に対する考え方が出ていると思った。日本の組織培養学会の会員の方々もよ

くご存じのように日本でも培地の開発のような領域は忘れ去られている。そして、日本

の偉い科学者がこのようなことを言ってくれたことを私は聞いたことがない。そして、

ややもすれば培養細胞の仕事が日本で軽視される傾向があるのははなはだ淋しいことだ

と、シカゴからの帰途思った。

’

｜
｜
’

会長および幹事の選挙について

名替会員山田正篤

〃 黒田行昭
｜
I

日本組織培養学会の会長および幹事の選挙が始まろうとしています。他の学会でもい

ま同様の時期で、とくに臨床関係の学会では、会長選挙について自薦、他薦の郵便物が

何通も届けられてきます。そのこと自体は会長選挙に違法ではなく構わないのですが、

会長という権威を組織票を集めて種得したいという姿勢がありありとしていて、あまり

愉快なことではありません。また、本学会にこれまで殆ど発表もしていない人が組織票

によって突然幹事に選出されるというおかしなことが行われてきています。学会の運営

の要となる会長や幹事は、業績も行動力も、そしてこれまでの学会への貢献度も含めて、

それぞれにふさわしい人を個人の考えで選べないものでしょうか。

学会が大きくなると、それぞれのグループができます。あるいは多岐の分野にわたる

人員栂成の学会では自らから派閥ができあがるかも知れません。ある学会では会の運営

がスムーズにゆくように分野別に、たとえば医学と生物学、あるいは医学、薬学一歯学、

農学というように会員数で割り振って、順番に会長を立てているところもあります。

日本組織培養学会も多くの分野の研究者から構成されています。その幅が広いために、

本学会は医学研究者が主流であるにも拘わらず日本医学会に加入しておらず、また日本

学術会議内でも、ある時は7部（医学）ではなく、生化学会、細胞生物学会、分子生物

学会などとともに副会長担当のその他の部会に所属していました。

今回の選挙には間に合わないかも知れませんけれども、会長選挙に関して言えば臨床

医学研究者、非臨床医学一生物学研究者の2グループに分け、代わる代わる会長を出す

のもひとつの方法でしょう。会長にふさわしい人という意味で、事前に幹事会で複数の

候補者を推薦し、選挙前に告知することを考えてもよいと思います。そのやり方で多く

の会員に納得できる人が選ばれるのではないでしょうか。もちろん、選挙はそれに拘束

されることなく、誰に一票を入れても構わないのですが。繰り返しになりますが、会長

や幹事にふさわしい人が選ばれることを期待しています。

’

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ

-10-



編集後記

会員通信第88号をお送りします。ところで、今回をもちまて私の会員通信担当幹事と
しての任期が終了いたします。 2年間、随分長いと感じましたが、これでやっと肩の荷
がおろせます。最後に、担当中いろいろと不備な点がありましたこと、この場を借りま

| ' ｜
’して心よりお詫び申し上げます。 (Y. S. )

１
１
１

一
ｐ
ｅ
Ｇ
０
ｄ
■
Ｕ
も
り
■
８
，
■
ｐ
Ｏ
Ｌ
■
■
・
Ｉ
‐
Ｉ
ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｂ
０

１
１

１
１
４
９
１
、
別
口
■
。
４
８
■
１
Ｊ
■
１
Ｎ
１
．
■
■
Ⅱ
４
Ⅱ
１
Ｊ
四
ｄ
四
日
■
■
目
■
■
■

１
日
■
Ⅱ
○
Ｊ
■
■
■
卜
Ｌ
Ｉ
０１

f

l i

l
B

I

’
’
四
郵
郵
配
肇
醒

，
ｂ
ｌ
ｒ
０
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
，
’
’
二
ｐ
Ｌ
ｒ
０
・
・
Ｐ
Ｐ
ｂ
Ｉ
Ｉ
０
ｑ
ｇ
■
●
■
■
■
ら

■
■
】
■
碓
勾
虹
可
’
４
１
・
一
■
■
一
■
■
■
■
垂
一
一
卓
■
』
一
画
■
一
ｍ
ｍ
一

－11－


